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研究成果の概要（和文）：本研究は、20世紀戦間期に活躍した女性作家、デザイナー、そして建築家の活動と、
同時代に隆盛を極めたモダニズム建築の理念に焦点をあて、文学と建築を結ぶ新たな視点をジェンダーの観点か
ら提唱した。また、彼女たちが創り出した空間の歴史的・文化的意義を模索する上で、モダニズム建築と同時期
にありながら従来の建築史において取り上げられることの少なかったアール・デコの社会的・文化的文脈の重要
性を明らかにし、その文脈をポストモダン建築との関係性において再読することで、モダニズムとポストモダニ
ズムの重層的かつ横断的な読み直しの可能性を浮き彫りにした。

研究成果の概要（英文）：This research project shed new light upon the relationship between 
literature and architecture, by exploring the spatial politics of female modernist writers, 
designers and architects who critically engaged with the predominant disciplines of modern 
architecture and produced their own space. In order to appreciate the historical and cultural 
meanings of their spatial politics, the project disclosed the vitality of the socio-cultural context
 of art deco. In addition, re-examining the socio-cultural context of art deco in relation to 
postmodern architecture enabled to explore the possibility to reconsider the dynamic relationship 
between modernism and postmodernism, and subsequently relocate their spatial politics within a broad
 map of the twentieth century. 

研究分野：イギリス文学・文化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
モダニスト・テクストと社会空間との親和性については既に先行研究が存在するが、本研究は、建築家と小説家
は空間を創造する点で同等であると言うVirginia Woolfの考えを起点として、建築と小説の空間を横断するのみ
ならず、モダニズムとポストモダニズムといった20世紀を彩る二つの運動を包括的に捉え直すことの重要性を問
うものである。このような時間軸を通して脱領域的に、女性作家・建築家の活動、また彼女たちの作品が内包す
る社会的・文化的意義を模索することは、一枚岩で語りつくせない過去を現在から逆照射することであり、今
後、新たな社会を模索する上での手掛かりとなり得るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
本研究の背景は、モダニスト・テクストと実社会における空間のネットワークとの関係性を探
るモダニズム研究、特に Modernism and Geography と称される近年の研究動向にある。つま
り、アンリ・ルフェーブルをはじめとする都市空間論を用いながら、日常生活の骨格を担う社会
空間のネットワークをもとに、小説に表象される空間のネットワークが含蓄する潜む政治的・文
化的意義を解き明かす研究がここしばらく積極的に行われてきた。しかし、ルフェーブルなど空
間論にみられるドグマティックな建築のヴィジョンと、それと対照的に論じられるリベラルな
小説の空間という二項対立に対する問題提起はなされていなかった。 
そのため、本研究は、ヴァージニア・ウルフが建築家と小説家を空間の創造者であるという点
において同等のものであるとする考えを起点として、建築家と小説家の二項対立に対する従来
の考え方から脱却する必要性に着目した。そして、ルフェーブルなどの都市空間論で論じられる
ことのなかった女性建築家やインテリア・デザイナーの活動を含めて、再度、モダニズム建築と
文学の関係性を考察することを目的とした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、「１．研究開発当初の背景」ですでにある程度説明した通り、従来の都市空
間論とその理論を用いて急速に発展した Modernism and Geography の研究において見過ごさ
れてきた建築家と作家の二項対立から脱却するために、戦間期に活躍した女性作家、デザイナー、
そして建築家の活動と、同時代に隆盛を極めたモダニズム建築の理念に焦点をあて、文学と建築
を結ぶ新たな視点をジェンダーの観点から拡張・再定義することを目的とした。 
これに付随する目的として挙げられるのは、彼女たちが創り出した空間の歴史的・文化的意義
を模索する上で、モダニズム建築と同時期にありながら従来の建築史において取り上げられる
ことの少なかったアール・デコの社会的・文化的文脈の必要性に着目し、その文脈をポストモダ
ン建築との関係性において再読することで、モダニズムとポストモダニズムの重層的かつ横断
的な読み直しの可能性を捉え直し、文化史的観点から学際的に論じることであった。 
 
 
３．研究の方法 
 
このような研究目的のために、本研究は、海外の図書館で資料調査・収集を行いながら、以下
の三つの方向から研究を進めた。 
 
１）女性作家の建築描写とその政治的意義の模索 
 本研究のテーマの一つである空間は、その性質ゆえに抽象的な議論になりがちなため、より具
体的な議論を展開するために、実際の建築空間に対する描写を読み解く際、その空間デザインが
含蓄する社会的な問題を考察し、当時の男性建築家の空間へのアプローチと比較検討した。その
際、「女性」というくくりで彼女たちの創作活動を一緒くたに考察するのではなく、それぞれの
社会的・文化的背景を考慮に入れて分析することで、それぞれの空間描写が担う社会的・政治的
役割を考察した。 
 
２）女性デザイナーと建築家の活動と受容の模索 
 20 世紀前半に活躍していた女性インテリア・デザイナーや建築家の活動と受容を考察するた
め、彼女たちの創作活動や空間に対するアプローチを同時代の女性作家や男性建築家と比較検
討するのみならず、モダニズム建築と同時代にありながら同時に語られることの少なかったア
ール・デコの文脈に着目し、その二つの関係性を歴史的・文化的背景を含めて概観するとともに、
そこに潜むジェンダーとセクシュアリティの問題についての検討を進めた。そうすることで、モ
ダニズム建築と女性デザイナーに対する当時の英国内における捉えられ方を考察した。 
 
３）モダニズム建築に対するヴィジョンの再構築への試み 
 アンリ・ルフェーブルをはじめとする都市空間論、またそれらの理論的なフレームワークを用
いてモダニスト・テクストの空間ネットワークを考察してきたモダニズム研究において、往々に
して、一枚岩として捉えられてきたモダニズム建築に対するヴィジョンを再構築するため、上記
１）と２）の研究を踏まえつつ、ポストモダニズム建築の視点を含め、包括的にモダニズム建築
が担っていた社会的・政治的役割を考察した。 
 
 
４．研究成果 



 
 上述した研究アプローチによる研究成果は、おもに以下の通り分類できる。 
 
１）女性作家の建築描写とその政治的意義を考察した結果を論文 2 本と招待講演にて発表し
た。また、その前提となる基礎的・理論的研究を図った初年度は、女性作家と都市空間の関係性
について論じられた書籍についての書評を刊行した。 
 
２）女性デザイナーと建築家の活動と受容を考察した研究成果は、日本ヴァージニア・ウルフ
協会の全国大会シンポジウムにて発表し、その後、論文として刊行した。 
 
３）モダニズム建築に対するヴィジョンの再構築を試みる研究成果の一部は、2018 年に学会
発表をし、さらに 2021 年に刊行された共著において発表した。 
 
総括すれば、本研究は、モダニズム建築と同時代に活躍した女性作家、デザイナー、そして建
築家の活動に焦点をあて、文学と建築を結ぶ新たな視点をジェンダーの観点から提唱しながら、
一枚岩で語りつくせないモダニズムの重層的かつ横断的な読み直しの必要性を多角的に浮き彫
りにしたと言える。 
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